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図 A5-1 外傷初期診療録日本外傷学会 将来計画委員会 監修 

 

A) 患者基本情報 

 

氏 名：                  

年 齢：      （月 齢   ） 

性 別： □男 □女 

患者番号：                  

 

病院到着日： 20   年  月  日 

受傷日時： 20   年  月  日    時  分 □推定 □不明 

外傷原因： □不慮の事故 □自損（自殺企図） □傷害（第三者行為） □労働災

害  

 □その他 □不明 

外傷分類： □未入力 □鈍的 □鋭的 □熱傷 □その他 □不明 
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B) 病院前情報 

 

搬送経路： □現場から直接救急搬送 □医療機関から転送 □その他 □不明 

搬送方法： □救急車 □ドクターカー □ドクターヘリ □その他ヘリ □自家用

車 

 □独歩 □その他 □不明 

消防機関名：           救急隊 

 

覚知日時： 20   年  月  日    時  分 □推測 □不明 

現着日時： 20   年  月  日    時  分 □推測 □不明 

傷病者接触日時： 20   年  月  日    時  分 □推測 □不明 

現発日時： 20   年  月  日    時  分 □推測 □不明 

病着日時： 20   年  月  日    時  分 □推測 □不明 

搬送時間：      分 

 

救急救命士同乗： □あり □なし □不明 

医師同乗： □あり □なし □不明 

受傷の目撃： □あり □なし □不明 

病院前処置： □酸素吸入 □頚椎カラー □バックボード □ショックパ

ンツ □副子 □圧迫止血 

 □エアウェイ挿入（経鼻・経口） □気道確保（LM・LT・EGTA・

Combi・気管挿管）  □人工呼吸 □胸骨圧迫 □除細動 □静脈路確保 

□薬剤投与 □その他   □施行せず □不明 

 

救急隊到着時の所見： 

心停止： □なし □あり □不明，  呼吸停止： □なし □あり □不明 

収縮期血圧：    mmHg □未入力（記載） □測定不能 □測定せず不明 

拡張期血圧：    mmHg □未入力（記載） □測定不能 □測定せず不明 

脈拍数：    回／分 □未入力（記載） □測定不能 □測定せず不

明 

呼吸数：    回／分 □未入力（記載） □測定不能 □測定せず不

明 

現場 JCS：     □不明，  現場 GCS： E   □不明 V   □不明 M   
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□不明 合計    □不明 

 

転送情報（転送の場合のみ）  初期消防機関名：           救急隊 

転送元分類： □一次救急施設 □二次救急施設 □救命救急センター □

その他 □不明 

転送理由： □処置不能 □満床 □専門医不在 □症状悪化 □その他 

□不明 

転送元収容日時： 20   年  月  日    時  分 □推測 □不明 

転送元出発日時： 20   年  月  日    時  分 □推測 □不明 

経由病院数：    ヶ所 

受傷から当施設搬入までの時間：      時間      分 
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C) 受傷機転と病歴 

 

１．受傷機転 

A) 鈍的外傷 

交通事故： □四輪車両運転者 □四輪車助手席同乗 □四輪車後部座席

同乗  

 □自動二輪車運転 □自動二輪車同乗者 □自転車走行中 

 □歩行者 □その他の車両乗車中 

鉄道関連： □列車に轢過 □列車に接触 □その他 

墜落，転落： □墜落（高所からの自由落下） □転落（斜面・階段等から

転げ落ちる）  

機械による外傷： □回転体機械 □プレス機 □その他 

落下物，爆発物等： □落下物 □飛来物 □爆発  

挟 圧： □重量物による挟圧 □家屋倒壊 □土砂崩れ □その他 

その他： □転倒 □暴力行為 □スポーツ中の事故 □農作業中の事

故 

 □工事現場での事故 □その他 

B) 鋭的外傷 

□刺創 □切創 □銃創 □杙創（刺杭創） □その他 

C) 熱 傷 

□火炎 □爆発 □熱湯 □高温液体 □化学物質 □電撃 □雷撃 □その

他 

D) その他 

□縊頸 □溺水（溺没） □放射線障害 □その他 

 

２．病歴の聴取 

受傷前飲酒： □なし □あり □不明 

最終食事： □＜２時間前 □２～６時間前 □６～１２時間前 □不明 

アレルギー： □なし □あり（薬剤      ，造影剤，麻酔薬，食

物      ） □不明 

常用薬： □なし □あり（□抗凝固薬 □抗血小板薬 □ステロイド □免疫抑

制薬 □その他      ） 

 □不明 
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特殊状態： □妊娠中 □透析中（血液・腹膜） □緑内障 □その他 

既往歴： □既往疾患なし □不明 

循環器疾患： □虚血性心疾患 □心不全 □高血圧 □その他 

呼吸器疾患： □気管支喘息 □COPD □結核 □その他慢性肺疾患  

消化器疾患： □肝硬変 □慢性肝炎 □消化性潰瘍 □炎症性腸疾患 □

その他 

代謝性疾患： □糖尿病 □高度肥満 □その他 

中枢性・精神疾患： □脳血管障害(片麻痺等） □精神疾患 □痴呆 □精

神発達遅滞 □その他 

免疫不全，癌など： □HIV・AIDS □悪性腫瘍治療中 □血液疾患治療中 

□その他 
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D) Primary Survey 

 

初療室入室時バイタルサイン 

心停止： □なし □あり □不明，  呼吸停止： □なし □あり □不明 

血圧：    ／   mmHg 

脈拍数：    回／分 

呼吸数：    回／分 

体温：    ℃（腋窩・鼓膜・直腸・他） 

ＧＣＳ： Ｅ（１・２・３・４）Ｖ（１・２・３・４・５）Ｍ（１・２・３・４・

５・６）  ＧＣＳ合計    ，  ＪＣＳ：     

 

【医師診察開始時間： 20   年  月  日    時  分 □推測 

□不明】 

 

１．A：気道の評価・確保と頸椎保護 

会話： □可能 □不可能，  口腔内異物： □なし □あり（□除去完了） 

酸素投与（100% 10～15 L/分）： □投与中 □あり □なし 

気管挿管 適応： □なし □あり □既に挿管済  施行： □なし □あり

（経口，経鼻） 

緊急気道確保 適応： □なし □あり  施行： □なし □輪状甲状靱帯穿刺・切

開 □気管切開 

頸椎カラー装着： □なし □あり □既に装着済 

 

２．B：呼吸の評価と致命的な胸部外傷の処置 

呼吸数：    回／分 □不明， ＳaO２    ％ 

呼吸音の左右差： □なし □あり 胸郭運動の左右差： □なし □あり 

気管偏位： □なし □あり 皮下気腫： □なし □あり 

致命的な胸部外傷： □なし □あり 胸腔ドレーンの挿入： □なし  □あり

（左・右） 

 

３．C：循環の評価および蘇生と止血 

橈骨動脈蝕知： □良好 □微弱 □不可，  末梢冷感： □なし □あり，  冷

汗： □なし □あり 
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収縮期血圧：    mmHg （□心拍あるも血圧測定不能時 □脈拍触れず） 

拡張期血圧：    mmHg （□触診のため記載なし） 

心拍数：    回／分 □不明 

明らかな外出血： □なし □あり □既に処置済（部位      ） 

一時止血処置： □なし □あり（部位      ） 

静脈路確保： □なし □あり（部位 1      ）（□末梢静脈 □中心静脈 □

骨髄内） □既に確保済 

  □あり（部位２      ）（□末梢静脈 □中心静脈 

□骨髄内） □既に確保済 

急速輸液に対する反応（輸液製剤名         ） 

輸液開始日時： 20   年  月  日    時  分 □推測 □不明 

輸液量 1000ml： 20   年  月  日    時  分 □推測 □不明 

□安定 □一過性の安定のみ □安定せず 

輸液量 2000ml： 20   年  月  日    時  分 □推測 □不明 

□安定 □一過性の安定のみ □安定せず 

輸血必要性： □なし □あり（MAP    単位，FFP    単位） 

輸血開始日時： 20   年  月  日    時  分 □推測 □

不明 

アルブミン製剤の使用： □なし □あり（製剤名           ） 

昇圧剤・カテコラミンの使用： □ な し  □ あ り （ 薬 剤

名           ） 

ポ−タブル単純Ｘ線写真： □胸部 □骨盤 □施行せず 

実施時間： 20   年  月  日    時  分 □推測 □不明 

FAST： □陰性 □陽性（心嚢，モリソン，脾周囲，ダグラス） □施行せず □不

明 

実施時間： 20   年  月  日    時  分 □推測 □不明 

 

４．D：生命を脅かす中枢神経障害の評価 

ＧＣＳ： Ｅ（１・２・３・４）Ｖ（１・２・３・４・５）Ｍ（１・２・３・４・５・

６） ＧＣＳ合計：     □不明 

ＪＣＳ：     □不明 

瞳孔径： 左    mm 右    mm， 左右差： □なし □あり □不明 

対光反射： 左 □なし □あり □不明， 右 □なし □あり □不明 
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片麻痺： □なし □あり（左，右） □不明 

切迫する D： □なし □あり 

 

５．E：脱衣と体温管理 

全身の着衣除去： □なし □あり □除去済 保 温： □なし □あ

り □施行済 

尿道留置カテーテルの挿入： □なし □あり 胃管の挿

入： □なし □あり 

 

初期評価終了時のバイタルサイン 

【20   年  月  日    時  分 □推測 □不明】 

血圧：    ／   mmHg 

脈拍数：    回／分 

呼吸数：    回／分 

体温：    ℃（腋窩・鼓膜・直腸・他） 

ＧＣＳ： Ｅ（１・２・３・４）Ｖ（１・２・３・４・５）Ｍ（１・２・３・４・

５・６）  ＧＣＳ合計    ，  ＪＣＳ：     
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E) Secondary Survey（図示を併用） 

 

身長：      cm □推測 □不明，  体重：      kg □推測 □不

明 

 

１．頭 部 

創傷： □なし □あり 打撲痕・血腫： □なし □あり 

頭部陥没： □なし □あり 顔面骨の変形： □なし □あり 

頭蓋底骨折のサイン： □なし □あり（□ブラックアイ □バトル徴候） 

耳孔からの出血：□なし □あり（左・右） 鼻 孔 か ら の 出 血 ：

 □なし □あり（左・右） 

口腔内の出血： □なし □あり 歯牙損傷： □なし □あり 

 

２．頸 部 

創 傷： □なし □あり 打撲痕・血腫： □なし □あり 

血 痰： □なし □あり 嗄 声： □なし □あり 

拍動性腫瘤： □なし □あり 皮下気腫： □なし □あり 

頸静脈怒張： □なし □あり 気管偏位： □なし □あり 

後頸部の圧痛： □なし □あり 

 

３．胸 部 

創 傷： □なし □あり 打撲痕・血腫： □なし □あり 

圧 痛： □なし □あり 呼吸音左右差： □なし □あり 

胸郭運動左右差： □なし □あり 動 揺 性 （ flail 

chest）： □なし □あり 

皮下気腫： □なし □あり 

 

４．腹 部 

創 傷： □なし □あり 打撲痕・血腫： □なし □あり 

腹部膨満： □なし □あり 圧 痛： □なし □あり 

腹膜刺激症状： □なし □あり（筋性防御，反跳痛） 

腸 音： □正常 □亢進 □低下・消失 
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５．骨 盤 

創 傷： □なし □あり 打撲痕・血腫： □なし □あり 

圧 痛： □なし □あり 動揺性： □なし □あり 

尿道出血： □なし □あり 直腸診： □正常 □異常 □施

行せず 

 

６．四 肢 

創 傷： □なし □あり 打撲痕・血腫： □なし □あり 

変 形： □なし □あり 圧 痛： □なし □あり 

末梢動脈触知： □なし □あり 

 

７．神 経 

ＧＣＳ： Ｅ（１・２・３・４）Ｖ（１・２・３・４・５）Ｍ（１・２・３・４・５・

６） ＧＣＳ合計：     □不明 

ＪＣＳ：     □不明 

瞳孔径： 左   mm 右   mm 左右差： □なし □あり □不明 

対光反射： 左 □なし □あり，右 □なし □あり 

眼球運動異常： 左 □なし □あり，右 □なし □あり 

舌偏位： □なし □あり □不明 

片麻痺： □なし □あり □不明 

四肢筋力低下： □なし □あり 四肢知覚異常： □なし □あり 

 

詳細観察終了時のバイタルサイン 

【20   年  月  日    時  分 □推測 □不明】 

血圧：    ／   mmHg 

脈拍数：    回／分 

呼吸数：    回／分 

体温：    ℃（腋窩・鼓膜・直腸・他） 

ＧＣＳ： Ｅ（１・２・３・４）Ｖ（１・２・３・４・５）Ｍ（１・２・３・４・

５・６）  ＧＣＳ合計    ，  ＪＣＳ：     
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F) 検査関連 

 

１．単純Ｘ線写真（図示を併用） 

胸部 X-P（正面）：所見 

骨盤 X-P（正面）：所見 

頸椎 X-P（正面・側面・開口位）：所見 

頭部 X-P（正面，左側面，右側面，Towne，Waters）：所見 

その他 X-P：所見 

 

２．CT写真（図示を併用） 

頭部・顔面・頸部：  造影剤： □なし □あり 

所見 

実施時間： 20   年  月  日    時  分 □推測 □不明 

体幹部（胸部・腹部・骨盤部）：  造影剤： □なし □あり 

所見 

実施時間： 20   年  月  日    時  分 □推測 □不明 

 

３．超音波検査（図示を併用） 

心臓 

腹部 

 

４．血液検査 

末梢血 

生化学 

凝固系 

その他（血中アルコール濃度など） 

血液ガス（条件） 

 

５．その他 

尿検査 

12誘導心電図 

その他 
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【初療室診療終了時間： 20   年  月  日    時  分 □推

測 □不明】 
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G) 治療関連 

 

１．根治的治療の方針（初療室での判断） 

□入院経過観察 

□IVR（Interventional Radiology） 

緊急血管造影： □施行せず □頭部 □頸部 □胸部 □腹部 □骨盤 

□脊椎 □その他 

開始時間： 20   年  月  日    時  分 □推測 □不明 

塞栓術（TAE）： □施行せず □施行（塞栓血管名           ） 

血管内ステント留置術： □ 施 行 せ ず  □ 施 行 （ 留 置 血 管

名           ） 

□緊急手術 

□施行せず 

□ 施 行  （ 術 

式                                   

  ） 

□ER穿頭 □ER開胸 □ER開腹 □穿頭 □開頭 □頸椎牽引（観血的） 

□開胸 □開腹 □鏡視下手術 □骨折手術 □血行再建 □指肢再接

着 □止血 

□その他 □不明 

開始時間： 20   年  月  日    時  分 □推測 □不明 

 

２．頸椎固定解除 

頸椎カラー： □固定継続 □除去（固定解除） 

固定解除時間： 20   年  月  日    時  分 □推測 □不明 

 

３．感染予防 

抗菌薬投与： □施行（薬剤名           ） □施行せず □不明 

破傷風予防： □トキソイド □テタノブリン □施行せず □不明 

 

４．その他 
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表 A5-１ 外傷診療録の用途・目的 

 

1. 日常の外傷診療の記録である 

2. Trauma registry（JTDB）へのデータ集積を容易にする 

3. 臨床研修医などへの教育ツールとして活用される 

4. 多施設共同研究を行う際の基礎データなどとして活用される 

 


